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2015年４月　商学部に「観光マネジメント学科」新設
ー貿易・観光学科を改組ー

学位記授与式・入学式が執り行われました。
平成２５年度 平成２６年度

近畿日本ツーリストと
「観光振興における連携に関する協定」締結

就職に強くなる、新カリキュラムー2015年度新カリキュラムスタートー

私のゼミ紹介　佐藤義文ゼミ「租税法の研究」



　

　

New
Department

2015

　

本
学
は
「
安
ん
じ
て
事
を
託
さ
る
ゝ
人
と
な
れ
」
の
建
学
の
精

神
を
掲
げ
、
一
九
六
六
年
に
短
期
大
学
を
開
学
し
、
一
九
六
八
年

商
学
部 
・
商
学
科
の
単
科
大
学
と
し
て
再
出
発
し
、
一
九
七
四
年

に
商
学
部
三
学
科
（
商
学
科
、
貿
易
・
観
光
学
科
、
経
営
情
報
学

科
）
に
改
組
し
、
常
に
日
本
経
済
の
成
長
を
支
え
る
人
材
の
育
成

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

経
営
情
報
学
科
は
日
本
企
業
の
動
向
や
情
報
化
社
会
を
睨
み
、

当
時
で
は
珍
し
い
と
言
わ
れ
た
電
算
化
を
は
じ
め
新
し
い
施
設
設

備
の
導
入
や
学
習
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　　

　

諸
説
あ
る
中
、「
観
光
」
と
い
う
言
葉
が
日

本
に
お
い
て
生
ま
れ
た
時
や
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
時
代
か
ら
そ
の
内
容
、

名
称
、
意
味
が
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
物
見
遊
山
」
的
な
「
見
物
旅
行

」
と
い
う
行
為
を
指
す
も
の
か
ら
、
そ
こ
か
ら

の
体
験
、
学
習
的
側
面
が
生
ま
れ
る
事
や
、
訪

れ
る
側
、
受
け
入
れ
る
側
双
方
で
様
々
な
国
、
地
域
や
人
と
の
関
わ
り

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
欲
求
を
生
み
出
す
等
、
そ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
① 

観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関
連
分
野

に
お
い
て
事
業
や
業
務
を
革
新
し
、
そ

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
で
き
る
人
材

② 

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
し
、
新
規

事
業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
等
企
業
の

力
を
持
っ
た
人
材

③ 

国
際
交
流
・
文
化
交
流
に
関
す
る
事

業
や
活
動
を
企
画
・
提
案
し
、
そ
れ
ら

の
実
現
に
向
け
て
動
く
こ
と
が
で
き
る
人
材

【
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の 

人
材
育
成
像
と
特
色
】

　

そ
の
た
め
、
学
科
の
内
容
で
は
今
ま
で
の
旅
行
、
航
空 

・
鉄
道
、
ホ

テ
ル
等
を
対
象
と
し
た
分
野
の
他
に
今
後
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
の
催
事
や
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
等
新
た
な
領
域
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、
横
浜

を
中
心
と
し
た
統
合
リ
ゾ
ー
ト
計
画
、
訪
日
二
〇
〇
〇
万
人
計
画
等
国

家
戦
略
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
海
外
か
ら
の
観
光

客
に
加
え
、
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
来
日
し
、
新
た
な
領
域
だ
け
で

な
く
、
従
来
の
観
光
、
宿
泊
や
運
輸
に
関
し
て
も
需
要
が
見
込
ま
れ
、

そ
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
次
に
挙
げ
る
人
材
育
成
を
お
こ
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
学
生
の
学
び
に
対
し
、「
観
光
」
の
学
術
的

な
面
を
教
授
し
て
い
く
と
と
も
に
、
関
連
す
る
プ
ロ
（
人
気

旅
館
経
営
者
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
教
官
、
旅
館
再
生

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
）
で

あ
る
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
を
講
師
に
迎
え
、
そ

の
現
場
の
実
情
、
実
態
に
対
す
る
本
物
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

具
体
的
に
示
し
ま
す
。
学
生
た
ち
を
将
来
、
進
む
べ
き
道
へ

と
導
き
、
さ
ら
に
は
国
際
交
流
や
文
化
交
流
、
地
域
の
活
性

化
と
な
る
知
識
や
能
力
、
知
恵
を
学
生
た
ち
に
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
リ
ア
ル
な

　
　
　
　
　
　
　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
感
す
る
】

④ 

都
市
や
地
域
の
振
興
、
活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る

事
業
や
活
動
を
企
画
・
開
発
し
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の

中
心
的
貢
献
が
で
き
る
人
材

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
材
を
社
会
に
輩
出
し
て
い
く
た
め
に
、

次
の
３
つ
を
行
い
ま
す
。

　

ⅰ
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂

　

ⅱ
）
授
業
運
営
の
改
善

　

ⅲ
）
外
部
の
プ
ロ
講
師
の
招
聘

　

ま
た
、
貿
易
・
観
光
学
科

は
、
当
時
の
日
本
に
あ
ま
り

類
を
見
な
い
画
期
的
な
高
等

教
育
の
先
駆
け
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

以
来
三
〇
年
、
さ
ま
ざ
ま

な
外
的
環
境
の
変
化
が
絶
え

間
な
く
つ
づ
き
、
そ
れ
ら
に
よ
る
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る

べ
く
、
二
〇
一
五
年
度
に
貿
易
・
観
光
学
科
を
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
に
改
組
し
ま
す
。

　

社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
観
光
需
要
の
増
大
に
応
え
る
べ
く
観
光

に
特
化
し
た
学
科
に
な
り
ま
す
。
従
来
の
貿
易
の
分
野
は
商
学
科

に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。

　

元
来
、「
観
光
」
と
い
う
分
野
を
学
問
分
野
と
し
て
位
置
付
け
た

場
合
、
単
に
社
会
学
的
要
素
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
、
多
様
な
専

門
分
野
が
複
合
的
且
つ
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
新

学
科
に
つ
い
て
も
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
分
野
を
ビ
ジ
ネ
ス
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
面
か
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。



　

　

【 
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
と
の

     
観
光
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
で
連
携 

】

AGREETMENTAGREETMENT

　　

去
る
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
一
月
二
六
日
、
本
学
は
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
（
本
社
：
東
京
都
千
代
田
区
）
と
「
観
光
振
興
に
お

け
る
相
互
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
柴
田
悟
一
学
長
と
同
首

都
圏
営
業
本
部
木
島
雅
人
本
部
長
の
間
で
そ
の
調
印
が
本
学
つ
る
み
キ

ャ
ン
パ
ス
に
て
取
り
交
わ
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
両
者
が
観
光
分
野
で
幅
広
く
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
観

光
業
界
の
人
材
育
成
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
日
本
は
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し
て
「
観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
」

を
掲
げ
る
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
や
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
推
進
法
（　

法
案
）
の
国
会
議
論
等
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

関
連
の
人
材
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
背
景
も
あ
り
、
同
社
の
経
験
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
本
学
に
お
け
る
、
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
、
研
修
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
本
学
学
生
の
観

光
業
務
に
関
す
る
さ
ら
な
る
能
力
育
成
を
後
押
し
し
て
も
ら
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
予
定
で
は
、
二
〇

一
五
（
平
成
二
七
年
）
三
月
に

箱
根
町
で
開
催
さ
れ
る
「
第
三

回
温
泉D

E

女
子
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会in

箱
根
」
の
運
営
に
本
学

学
生
が
携
わ
る
こ
と
を
予
定
し
、

さ
ら
に
は
同
年
四
月
を
め
ど
に

本
学
学
生
が
企
画
・
立
案
し
た

中
で
選
出
し
た
旅
行
商
品
の
販

売
も
計
画
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
新
設
を
機
に
、「
す
べ

て
の
学
生
が
目
標
へ
の
具
体
的
か
つ
明
確
な
進
路

を
卒
業
ま
で
に
導
き
出
し
、
就
職
と
い
う
ゴ
ー
ル

に
た
ど
り
着
け
る
。」

　

い
わ
ゆ
る
、
自
己
実
現
達
成
を
可
能
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
二
〇
一
五
年

四
月
よ
り
施
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
柱
と
し
て
、
次
の
五
つ
に
わ
け
た
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
社
会
人
基
礎
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

初
年
時
か
ら
社
会
で
も
求
め
ら
れ
る
力
を

　
　

養
う
。

　

②
学
部
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

専
門
分
野
を
学
ぶ
前
に
基
礎
と
な
る
分
野
を
学
ぶ
。

　

③
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

専
門
知
識
の
修
得
と
論
理
的
思
考
力
を
養
成
す
る
。

　

④
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

専
門
分
野
を
職
業
に
直
結
さ
せ
た
科
目
群

　

⑤
課
題
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
知
見
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
社
会
人
基
礎
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
一
年
次
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
協
働
作
業
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

し
、
英
語
担
当
ク
ラ
ス
に
よ
る
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

じ
っ
く
り
と
磨
き
な
が
ら
「
や
る
気
」
を
目
覚
め
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
上
級
学
年
（
三
年
次
）
に
設
定
し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
専
門
分
野
で
の
職
種
へ
直
結
し
た
学
び
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

で
活
躍
中
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
講
師
に
招
き
、
現
場
の
実
情
、
課
題

な
ど
生
の
声
を
聞
き
そ
の
問
題
解
決
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
、
構
成
は
別
途
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.shodai.ac.jp/departm

ent/curriculum
.htm

l

で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。） 

【 

全
学
的
に
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
新
設
】

写真（右）英語 (渡邊先生）
（左）オープンキャンパスでも
高校生に好評だった細江先生の
ACL

IR



　

三
月
ニ
ニ
日
、
本
学
つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

平
成
二
十
五
年
度
第
四
四
回
学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

学
事
報
告
後
、
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、
柴
田
悟
一
学

長
の
式
辞
、
大
村
達
彌
理
事
長
の
祝
辞
、
さ
ら
に
学
長

賞
の
授
与
が
行
わ
れ
、

　

商
学
部
商
学
科
一
四
〇
名
、

　

同
貿
易
・
観
光
学
科
五
一
名
、

　

同
経
営
情
報
学
科
六
六
名

の
合
計
二
五
七
名
が
本
学
の
学
舎
を
巣
立
ち
、
社
会
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

ま
た
式
典
で
は
本
学
の
学
生
応
募
論
文
「
松
本
武
雄

賞
」
受
賞
者
と
な
ら
ん
で
同
年
度
に
お
け
る
学
科
別
学

業
成
績
最
優
秀
者
で
あ
る
学
術
賞
、
及
び
顕
著
な
ス
ポ

ー
ツ
活
動
実
績
を
あ
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
な
ら
び
に
特

別
賞
の
表
彰
と
授
与
も
卒
業
式
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
者
は
下
記
の
通
り
。

　

　

　

Graduation

平
成
二
五
年
度
「
学
長
賞
」
受
賞
者

学
術
賞
（
三
名
）

商
学
科　
　
　
　
　
　

山
田　

大
和

貿
易
・
観
光
学
科　
　

大
向　

幸
花

経
営
情
報
学
科　
　
　

相
澤　

崇
文

ス
ポ
ー
ツ
賞
（
八
名
）

硬
式
野
球
部　
　
　
　

岩
貞　

祐
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
〇
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
記
念
大
会
出
場
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
三
回
日
米
大
学
野
球
選
手
権
大
会
出
場
）

                           

西
宮　

悠
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
〇
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
記
念
大
会
出
場
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ッ
チ
出
場
）

特
別
賞
（
三
名
）

商
学
科　
　
　
　
　
　

吉
田　

真
樹
（
税
理
士
試
験
科
目
合
格
）

商
学
科　
　
　
　
　
　

梅
澤　
　

徹
（
税
理
士
試
験
科
目
合
格
）

貿
易
・
観
光
学
科　
　

森
田
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゼ
ミ
連
設
立
と
活
動
へ
の
貢
献
・
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
記
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
の
活
動
・
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
）

第
一
席　
　
　
　
　
　

該
当
者
な
し

第
二
席　
　
　
　
　
　

該
当
者
な
し

第
三
席　
　
　
　
　
　

荒
井　

詩
織
（
吉
田
武
史
ゼ
ミ
）

（
論
題
：
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計
の
動
向
と
展
望
）

佳　

作　
　
　
　
　
　

中
村
香
央
莉
（
吉
田
武
史
ゼ
ミ
）

（
論
題
：
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
の
会
計
帳
簿
と
複
式
簿
記
の
関
係
性
）

佳　

作　
　
　
　
　
　

古
瀬　

一
樹
（
小
林
二
三
夫
ゼ
ミ
）

（
論
題
：
米
国
プ
ロ
ク
タ
ー
・
ア
ン
ド
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
社
（
Ｐ
＆
Ｇ
）

　

と
花
王
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略 

ー
日
台
市
場
を
事
例
と
し
て
ー
）

平
成
二
五
年
度
「
松
本
武
雄
賞
」

　

本
学
学
術
研
究
会
運
営
委
員
会
は
、
平
成
二
五
年
度

「
松
本
武
雄
賞
」
に
つ
い
て
、
応
募
論
文
を
慎
重
か
つ

厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
入
賞
者
を
決
定
し
、「
横
浜

商
科
大
学
学
生
論
集
」
に
受
賞
論
文
を
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
平
成
二
五
年
度
第
四
四
回
学
位
記
授
与
式
に
お

い
て
表
彰
し
ま
し
た
。

平成２５年度
　　　第４４回学位記授与式

山田大和さん

大向幸花さん

相澤崇文さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

真
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

星
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
貫
太
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
濱　

雅
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

珠
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

貴
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
〇
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
記
念
大
会
出
場
）

岩貞祐太さん西宮悠介さん菊地貫太朗さん山﨑珠嗣さん

武田真一さん中村星也さん

吉濱雅斗さん松下貴弘さん

吉田真樹さん

梅澤　徹さん

森田ひとみさん

荒井詩織さん

中村香央莉さん

古瀬一樹さん



石井　明 教授
Ishii Akira
Profile
研究分野：リース会計論、国際会計基準論

経歴：1976 年　横浜国立大学大学院修士課程修了後、東
京銀行、東銀リース（香港）および　東銀リサーチに 200
3 年まで勤務。2003 年より 2013 年まで上武大学ビジネス
情報学部教授、2014 年　横浜商科大学商学部教授。
2006 年　横浜国立大学大学院国際社会科学研究科博士後
期課程修了（経営学（博士）取得）、2014 年より国際会計
研究学会の理事。

主な著作論文：『グローバル財務報告』2009年、中央経済社、
『会計基準のグローバリゼーション』2009年、同文舘出版
（以上、監訳）。『財務諸表の分析入門』2010年、千倉書房。
リース会計に関する論文多数。

会計の企業内での役割や社会的な役割を平易に解説したい。
　

私
は
２
０
１
４
年
４
月
に
着
任
し
、
会
計
学
に
関
連

す
る
科
目
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
主
た
る
研
究
テ
ー
マ
は
、
リ
ー
ス
会
計
お
よ
び

国
際
会
計
で
、
種
々
の
学
会
や
大
学
紀
要
に
リ
ー
ス
会

計
に
つ
い
て
論
文
を
多
数
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
私
の
博
士
請
求
論
文
は
、
米
国
の
リ
ー
ス
会
計

実
務
の
変
遷
や
基
準
に
的
を
絞
っ
て
論
じ
て
お
り
、
特

に
数
年
前
よ
り
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
リ
ー
ス
会
計
の

生
成
と
展
開
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
際
会
計
に
お
い
て
は
、
東
銀
時
代
に
励
ん
だ
為
替

換
算
会
計
、
多
国
籍
企
業
会
計
を
基
礎
と
し
て
、
最
近

は
国
際
会
計
基
準
の
世
界
的
採
用
の
動
き
か
ら
基
準
論

の
深
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
担
当
す
る
科
目
は
、
簿
記
、
財
務
諸
表
論
お
よ

び
会
計
監
査
論
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
技
術
論
の
色
彩

が
強
い
科
目
を
教
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
学
部
の
学

生
に
は
専
門
知
識
を
講
義
す
る
前
に
企
業
の
な
か
の
仕

事
や
経
営
の
実
情
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
を
ま
ず
教
え
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

経
営
戦
略
・
戦
術
や
企
業
取
引
の
内
容
が
お
お
よ
そ

分
か
っ
て
、
は
じ
め
て
会
計
の
機
能
や
社
会
的
使
命
が

理
解
で
き
、
ま
た
細
か
な
技
術
や
知
識
が
身
に
付
く
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

横
浜
商
科
大
学
の
実
学
の
基
礎
を
形
成
す
る
た
め
に

微
力
な
が
ら
努
力
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

岩倉 由貴 講師
Iwakura Yuki

Profile
研究分野：マーケティング、流通

ペット産業研究の第一人者を目指して。
　
　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
大
き
く
ニ
つ
あ
り
ま
す
。

　

1

つ
は
ペ
ッ
ト
産
業
に
関
す
る
研
究
で
す
。
ペ
ッ

ト
は
家
族
の
一
員
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

多
く
の
犬
猫
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
の
か
、
そ
の
原

因
と
解
決
策
を
探
る
た
め
主
に
ペ
ッ
ト
の
流
通
を
研
究

し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
主
た
る
関
心
は
犬
の
譲
渡
の
普
及
促
進
で
す
。

ペ
ッ
ト
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
ド
イ
ツ
で
は
犬
の
入
手
方

法
と
し
て
動
物
保
護
施
設
か
ら
の
譲
渡
が
根
付
い
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
は
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
購
入
が
一

般
的
と
言
わ
れ
て
お
り
、
譲
渡
は
ま
だ
一
般
的
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
日
本
で
譲
渡
を
普
及
さ
せ
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点

か
ら
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
事
例
に
研
究
す
る
こ
と
で
飼
え
る
状
況
で

は
な
い
の
に
飼
（
買
）
っ
た
た
め
に
捨
て
た
と
い
う
問

題
も
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ペ
ッ
ト
に
限
っ
た

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
商
品
に
も
当
て
は
ま
る

こ
と
で
す
。
本
来
売
る
べ
き
で
な
い
人
に
売
っ
た
た
め

に
、
結
果
と
し
て
捨
て
た
り
使
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
「
売
る
」
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
「
販
売
し
な
い
」
こ
と
で
消
費
者
と

企
業
の
長
期
的
な
利
益
を
確
保
す
る
方
法
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ニ
つ
目
の
研
究

で
す
。

　

諸上 詩帆
Morokami　Shiho
Profile
研究分野：産業組織心理学、消費者行動論

経歴：2009 年　早稲田大学大学院文学研究科心理学専攻博士
後期課程単位取得退学 2014 年　横浜商科大学商学部商学科
専任講師。現在に至る。

主な著作論文：『日本人の心理・行動モデルと日本企業のクォ
リティ』（2010）（共著）白桃書房 , 職場における上司のパワ
ーが従業員に与える影響の国際比較̶日本と台湾における影
響関係の比較 （̶2011）横浜商大論集 ,「従業員のパーソナリ
ティ傾向を中心とした個人特性が、内発的、外発的職務満足
に与える影響の検討」（2012） 横浜商大論集

職場の仲間や顧客の心理を理解し

　

現
在
、
社
会
心
理
学
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
研
究
分
野
は
経
済
が
サ
ー
ビ
ス
化
し
て
い
る
近
年

注
目
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で

す
。

　

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
溢
れ
て
い
る
現
代
で
顧
客
か
ら

自
社
を
繰
り
返
し
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
顧
客
満

足
を
引
き
出
す
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
す
。
顧
客
満
足

を
引
き
出
す
カ
ギ
の
一
つ
は
従
業
員
の
「
お
も
て
な
し
」

の
レ
ベ
ル
が
他
社
よ
り
も
高
い
こ
と
で
す
。
従
業
員
が

よ
り
高
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
進
ん
で
顧
客
に
提
供
す
れ
ば
、

顧
客
は
そ
の
従
業
員
の
み
な
ら
ず
企
業
に
対
し
好
意
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

私
の
研
究
で
は
、
顧
客
の
心
を
つ
か
む
重
要
な
役
割

を
担
う
従
業
員
の
ワ
ー
ク
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
し

企
業
の
収
益
性
に
プ
ラ
ス
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
組
織
内
の
人
間
関
係
を
中
心
に
そ
の
影
響
要
因
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
知
見
は
私
た
ち
が
日
常
生
活
で
他
者

と
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

た
め
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
皆

さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
他
者
の
心
理
を
い
ち
早

く
察
知
し
的
確
に
対
応
で
き
る
力
を
養
い
、
親
し
ま
れ

必
要
と
さ
れ
る
人
材
に
な
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

経歴：2010 年 3月東北大学大学院経済学研究科博士課程修了、
4月より東北大学大学院経済学研究科博士研究員。2011 年 4
月札幌大学経営学部経営学科（現：札幌大学地域共創学群人間
社会学域）専任講師。2014 年 4月、横浜商科大学商学部経営
情報学科専任講師。現在に至る。

講師

対応できる人材を育成したい。

2014 年新任の教員紹介
2014 年新たに加わられた専任教員の方から３名の方に自己紹介をいただきました。



　

　

ニ
〇
一
三
年
の
秋
か
ら
一
年
間
の
イ
ギ

リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
在
外
研

究
を
終
え
、
無
事
帰
国
致
し
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
す
し
、
日

本
人
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
町
な
の
で
、

渡
航
前
は
不
安
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
当
に
素
晴
ら
し

い
一
年
間
で
し
た
。

　

私
の
研
究
に
つ
い
て
で
す
が
、
セ
ミ
ナ

ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
参
加
し
な
が

ら
、
実
験
計
画
法
と
呼
ば
れ
る
統
計
学
の

一
分
野
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
は
統
計
学
に
関
す
る
研
究

が
盛
ん
で
、
著
名
な
統
計
学
者
も
数
多
く

輩
出
し
て
い
ま
す
。
実
験
計
画
法
の
創
始

者
で
あ
るR.A

.Fisher

が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
，
私
が
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
在
外
研
究
を
希
望
し
た

理
由
の
一
つ
で
し
た
。

　

五
月
に
は
一
度
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
講

演
を
し
て
き
た
の

で
す
が
、
ロ
ン
ド

ン
大
学
に
は
こ
の

分
野
で
世
界
的
に

有
名
な
教
授
が
多

く
在
籍
し
て
い
ま

す
。
夕
方
か
ら
約

一
時
間
の
講
演
で

浮 

田 

善 

文

　　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
は
図
書
館
を
は
じ
め
，

研
究
環
境
は
も
ち
ろ
ん
す
ば
ら
し
い
の
で
す

が
，
私
に
と
っ
て
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
，
世
界
中
か
ら
著
名
な
研
究
者
が
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
に
来
る
の
で
，
学
内
に
居
な
が
ら
，

そ
の
発
表
を
聞
く
こ
と
が
で
き
，
ま
た
直
接

コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

し
た
。

　

一
方
で
，
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
と
交
流

を
図
る
場
と
し
て
，
私
の
所
属
し
て
い
た

W
olfson C

ollege

は
，
週
ニ
回
，Form

-

al H
all

と
い
う
も
の
を
開
催
し
て
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
はC

ollege

の
メ
ン
バ
ー
（
教
授

や
研
究
者
）
と
そ
の
招
待
客
が
参
加
し
，
夕

食
を
と
り
な
が
ら
お
互
い
の
専
門
分
野
等
に

つ
い
て
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
交
流
を
図
る

も
の
で
し
た
（
写
真
を
撮
ら
れ
る
こ
と
が
嫌

　
し
た
が
，
ニ
〇
名
程
の
教
授
と
学
生
が
聞
き

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
拙
い
英
語
に
も

関
わ
ら
ず
，
多
く
の
質
問
を
し
て
下
さ
り
、

ま
た
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
た
こ
と
は

と
て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
特
に
一
番
お

会
い
し
た
か
っ
たBailey

教
授
は
大
変
ご
多

忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
私
の
た
め
に
，
午
前

中
か
ら
夕
方
ま
で
二
人
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
す
る
時
間
を
設
け
て
下
さ
り
，
本
当
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
，
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

隣
の
席
に
比
較
的
専
門
の
近
い
方
が
来
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
，
専
門
が
全
く
異
な
る
先

生
と
話
を
す
る
の
も
と
て
も
新
鮮
で
楽
し
か

っ
た
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
い
て
感
じ
た

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
，
そ
の
中

で
一
番
大
き
い
も
の
は
，
学
生
及
び
卒
業
生

が
人
脈
を
作
る
場
が
日
本
に
比
べ
と
て
も
多

く
，
ま
た
そ
の
よ
う
な
場
を
大
切
に
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
学
や
企
業
が
社
交

場
を
用
意
し
、
学
生

は
こ
の
場
で
様
々
な
マ
ナ
ー
を
学
び
、
人
脈

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
今
改
め
て
考
え
る
と
、

い
な
方
も
い
て
，Form

al H
all

で
は
，
基

本
的
に
は
写
真
を
撮
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
．Form

al H
all

が
始
ま
る
前
に

撮
っ
た
写
真
を
一
枚
載
せ
て
お
き
ま
す
）。

本
学
で
も
こ
の
よ
う
な
場
は
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
，
私
自
身
も
そ
う

で
す
が
，
一
般
的
に
日
本
人
は
こ
の
よ
う

な
場
を
あ
ま
り
う
ま
く
活
用
し
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な

場
を
も
っ
と
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
，
イ
ギ
リ
ス
に
来
な
け
れ

ば
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
，
改
め
て
，
海
外
に
出
て
み
る
こ
と
の

良
さ
を
感
じ
ま
し
た
．
今
後
本
学
で
も
，

多
く
の
学
生
が
海
外
の
大
学
に
留
学
し
た

い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

浮
田
善
文 

教
授　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

商
学
部　

経
営
情
報
学
科
教
授

工
学
博
士

研
究
分
野
：
知
識
情
報
処
理

主
た
る
経
歴
：

一
九
九
九
年　

早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

ニ
〇
〇
一
年　

横
浜
商
科
大
学　

専
任
講
師

ニ
〇
〇
四
年　

横
浜
商
科
大
学　

助
教
授

ニ
〇
一
一
年　

横
浜
商
科
大
学　

教
授

ニ
〇
一
二
年　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学

　
　
　
　
　
　

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
校
客
員
教
授

　
　
　
　
　
　
　

(

同 

一
月-

同 

四
月)

ニ
〇
一
三
年　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

 　
　
　
　
　
　

W
olfson C

ollege, Visiting Fellow

　
　
　
　
　
　
　

(

同 

八
月-

翌 

九
月)

※

浮
田
先
生
の
滞
在
中
の
様
子
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.shodai.ac.jp/gm
/pdf/2013/

GB_ukita20140119.pdf

　

に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。　



　

　　　
ゼ
ミ
で
は
、
主
に
実

際
に
あ
っ
た
税
務
争

訟
を
取
り
上
げ
、
原

告(

納
税
者
）
と
被

告
（
税
務
署
等
）
に

分
か
れ
て
判
例
研
究

を
し
て
い
ま
す
。

　

原
告
側
は
、
争
点

を
絞
り
課
税
処
分
の

取
り
消
し
を
主
張
し
、

被
告
側
は
、
課
税
処

分
の
正
当
性
を
主
張

し
ま
す
。

― ―

～ ～

　

佐
藤
義
文
ゼ
ミ
は
、
租
税
法
を
テ
ー
マ
に
研
究
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

租
税
法
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
た
め
、
ゼ
ミ
生
は
税
理
士
を
目
指

す
学
生
が
多
く
、
ま
た
、
租
税
法
に
関
心
を
持
つ
学
生
が
多
く
集
ま
っ
て

き
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
も
、
六
人
十
二
科
目
の
税
理
士
試
験
科
目
合
格
者
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
地
方
公
務
員
（
税
務
職
員
等
）、
高
等
学
校
教
員
、

銀
行
等
に
就
職
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
学
院
進
学
者
も
多
く
出
て
い
ま

す
。こ

の
争
点
は
租
税
法
の
原
理
原
則
で
あ
る
租
税
法
律
主
義
（
憲
法
三
〇
条
・

同
八
十
四
条
）、  

租
税
平
等
主
義
（
憲
法
第
十
四
条
）、   

租
税
公
平
負
担

の
原
則
を
基
本
に
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
議
論
し
結
論
と
し
て
の
判
決
を
導
き

出
し
ま
す
。

　

判
例
研
究
は
原
告
・
被
告
と
も
に
説
得
力
あ
る
主
張
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
相
当
の
時
間
を
か
け
て
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ゼ
ミ
生
は
、
こ
の
判
例
研
究
を
通
じ
て
租
税
法
理
論
を
相
当
修
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
の
ゼ
ミ
で
は
、
競
馬
払
戻
金
は
一
時
所
得
か
雑
所
得
か
、
確
定
申

告
に
関
す
る
錯
誤
の
主
張
を
取
り
上
げ
、
ゼ
ミ
生
が
原
告
・
被
告
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
正
当
性
を
主
張
し
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
学
生
の
知
識
も
相
当
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

Seminal& SportsSeminal& Sports
　

硬
式
野
球
部
は
、
リ
ー
グ
戦
優
勝
・
全
国
大
会
で
勝
つ
こ
と

を
目
標
に
日
々
厳
し
い
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

か
ら
一
位
指
名
を
受
け
た
岩
貞
祐
太
、
東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

か
ら
指
名
を
受
け
大
活
躍
を
見
せ
た
西
宮
悠
介
の
ニ
枚
看
板
と
、

社
会
人
野
球
に
進
ん
だ
四
年
生
が
卒
業
し
、
新
メ
ン
バ
ー
で
リ

ー
グ
戦
を
戦
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
春
・
秋
と
も
に
優
勝
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
春
季
リ
ー
グ
戦
で
は
、

昨
年
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
酒
井
翔
平
が
打
点
賞
、
打
率
ニ
位
と
ベ
ス
ト
ナ
イ

ン
を
獲
得
。
荒
井
聖
也
も
同
率
で
打
率
ニ
位
を
獲
得
し
、
チ
ー
ム
の
中
心
打
者
と
し
て
成
長
を
見

せ
ま
し
た
。

　

秋
季
リ
ー
グ
戦
で
は
左
腕
の
左
澤
優
が
、
昨
年
の
岩
貞
・
西
宮
の
穴
を
見
事
に
埋
め
る
大
活
躍

を
見
せ
、
最
優
秀
投
手
賞
を
受
賞
し
神
奈
川
リ
ー
グ
を
代
表
す
る
投
手
に
成
長
し
ま
し
た
。

　　

新
チ
ー
ム
は
、
全
日
本
代
表
候
補
選
手
に
も
選
出
さ
れ
た
大
型
内
野
手
・

谷
口
諒
と
、
今
年
度
結
果
を
残
し
た
酒
井
翔
平
・
荒
井
聖
也
が
打
線
の
中
軸

と
な
り
、
新
キ
ャ
プ
テ
ン
の
大
島
恭
平
（
商
学
科
三
年
次
）
や
新
ニ
年
次
生
の

飛
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

投
手
陣
で
は
実
績
を
残
し
た
左
澤
に
加
え
、
佐
藤
健
太
（
商
学
科
三
年
次
）

山
本
翔
大
・
庄
司
拓
哉
（
い
ず
れ
も
商
学
科
二
年
次
）・
渡
邊
佑
樹
（
商
学
科

一
年
次
）
と
タ
イ
プ
の
異
な
る
左
腕
に
、
右
サ
イ
ド
の
福
永
智
之
（
商
学
科

二
年
次
）、
切
れ
の
良
い
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
投
げ
る
右
腕
・
小
松
田
眞
福（
商
学
科

二
年
次
）
が
主
力
候
補
と
し
て
チ
ー
ム
内
で
競
争
し
力
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
を
迎
え
、
目
標
を
リ
ー
グ
戦
の
優
勝
で
は
な
く
、
大
島
新
キ
ャ
プ
テ

ン
を
中
心
に
、
全
国
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
明
治
神
宮
大
会
の
出
場
を
掛
け
た
関
東
地
区
代
表
決
定
戦
、
一
回
戦

の
平
成
国
際
大
学
戦
で
は
急
成
長
の
左
澤
が
、
ド
ラ
フ
ト
指
名
さ
れ
た
相
手

投
手
以
上
の
好
投
で
無
失
点
に
抑
え
、
一
対
〇
の
完
封
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

ニ
回
戦
は
千
葉
県
大
学
野
球
連
盟
ニ
位
の
城
西
国
際
大
学
と
対
戦
し
ま
し

た
が
ニ
対
七
で
敗
れ
ニ
〇
一
五
（
平
成
ニ
七
）
年
度
に
課
題
を
残
す
試
合
と

な
り
ま
し
た
。

○ 

来
年
度
に
向
け
て 

○

【硬式野球部】二年連続出場権を得た市長杯（秋季神宮大会関東地区代表決定戦）　惜しくも。【硬式野球部】【硬式野球部】二年連続出場権を得た市長杯（秋季神宮大会関東地区代表決定戦）　惜しくも。二年連続出場権を得た市長杯（秋季神宮大会関東地区代表決定戦）　惜しくも。

成長著しい左澤 優投手（商学科２年）

2014年度の原動力となった酒井翔平選手（商学科 3年写真左）
と荒井聖也選手（商学科２年　同右）



Qualification

　

　

　

一
昨
年
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
十
二
月
に
実
施
さ
れ

た
税
理
士
試
験
で
、
経
営
情
報
学
科
二
年
次
生
の
芦
澤
泰
良
さ
ん

と
商
学
科
四
年
次
生　

佐
々
木 

琢
さ
ん
の
二
名
が
科
目
合
格
を

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
簿
記
論
」
に
合
格
し
た
芦
澤
さ
ん
は
本
学
が
開
講
し

て
い
る
資
格
取
得
講
座
の
受
講
生
で
担
当
講
師
の
横
山
先
生
の
指

導
の
下
、
平
成
二
五
年
九
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
一
〇
〇
回
に

今
年
度
、
二
名
の
科
目
合
格
者

　

一
方
、
今
春
卒
業
を
予
定
し
て
い
る
佐
々
木
さ
ん
は
、
前
出

の
芦
澤
君
同
様
「
簿
記
論
」
合
格
の
ほ
か
、「
財
務
諸
表
論
」
も

受
験
し
、
二
科
目
同
時
合
格
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
高

校
卒
業
後
単
身
、
上
京
し
こ
の
四
年
間
を
過
ご
し
て
き
た
そ
う

で
す
。

　

そ
の
間
、
本
学
の
日
商
簿
記
ニ
級
資
格
取
得
講
座
を
受
講
し

横
山
先
生
、
小
滝
先
生
の
指
導
の
下
、
取
得
し
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
は
独
立
、
起
業
も
視
野
に

い
れ
な
が
ら
進
路
を
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
現
実
的
に
自
分
自
身
の
中
で
進
路
選
択
を
迷
う
中
、
一
念
発
起
し
税
理
士
資
格
へ
の
挑

戦
を
し
ま
し
た
。

　

生
憎
、
一
人
暮
ら
し
で
も
あ
り
ア
ル
バ
イ
ト
も
必
須
の
た
め
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
、
資
格

取
得
講
座
講
座
の
受
講
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
独
学
で
猛
勉
強
し
、
か
つ
て

受
講
し
て
い
た
横
山
先
生
や
小
滝
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
こ
の
快
挙
に
至
っ
た
そ
う

で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
曰
く
「
試
験
の
対
策
は
必
要
で
す
が
、
問
題
数
も
多
く
、
難
し
い
こ
と
を
考
え
込

ん
で
は
試
験
突
破
は
さ
ら
に
難
し
く
な
る
。

　

逆
に
基
本
的
な
部
分
を
き
っ
ち
り
と
抑
え
た
上
で
、
試
験
対
策
に
臨
ん
だ
こ
と
が
今
回
の
合
格

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
人
の
合
格
者
に
は
本
学
お
よ
び
同
窓
会
、
育
友
会
か
ら
税
理
士
科
目
試
験
合
格
者
と
し
て
合

わ
せ
て
学
納
金
相
当
の
奨
学
金
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
二
人
の
栄
誉
を
称
え
る
と
と
も
に
今
後
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木 

琢
さ
ん
は
「
簿
記
論
」

　
　
　
　
「
財
務
諸
表
論
」
二
科
目
合
格

及
ぶ
講
座
を
受
講
、
加
え
て
図
書
館
で
の
自
主
学
習
や
所
属
し
て
い
る
ゼ
ミ
の
指
導
教
員
で
あ
る

吉
田
武
史
准
教
授
の
支
援
の
も
と
、
見
事
平
均
合
格
率
約
一
四
％
の
難
関
試
験
で
合
格
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

　

将
来
、
税
理
士
へ
の
道
を
目
指
し
て
い
る
本
人
に
と
っ
て
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
試
験
で
あ
る

こ
と
も
十
分
自
覚
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
喜
び
も
一
入
の
よ
う
で
し
た
。
今
回
の
合
格
で

芦
澤
さ
ん
自
身
が
、
目
標
へ
の
さ
ら
な
る
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

独学で頑張った佐々木さん

資格取得講座受講生　芦澤さん
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